


本製品をご使用になられる前に必ず取扱説明書をよくお読み下さい。以下の警告及び注意事項には
必ず従って下さい。又、本取扱説明書は大切に保管して下さい。

以下の記載事項に反して誤った取扱いをすると、人体に重大な影響(死亡、重傷等)が発生
する可能性がございます。誤った取扱いは、火災・感電の原因となりますので、くれぐれ
も行わないで下さい。

警告

●本製品を分解したり、改造や修理をしないで下さい。
●Gemini正規代理店である弊社以外で修理・交換をされますと1年間の保証が無効となります。

以下の記載事項に反して誤った取扱いをすると、人体及び器物に重大な影響(傷害、器物
破損等)が発生する可能性がございます。誤った取扱いは、火災・感電・製品破損の原因と
なりますので、くれぐれも行わないで下さい。

注意

●廃棄する際には必ず地域の条例に従って下さい。

●本製品には専用電源ケーブルが付属されております。それ以外の電源では使用しないで下さい。
●電源ケーブルの取扱いには充分ご注意下さい。重い物を載せたり、無理な負荷をかけたり、引っ張った
りしないで下さい。
●本製品を可燃物又は、暖房機器等の熱源の近くでは使用しないで下さい。
●本製品を濡らしたり、水をかけたりしないで下さい。又、雨・霧・雪等が発生している場合、海辺、水辺
等でのご使用には特に注意が必要です。

●本製品の上に、水の入った容器、花瓶、飲料、薬品等や小さな金属類を置かないで下さい。これらが内部
に入りますと大変危険です。

●本製品をご使用の際は、必ず付属の電源ケーブルをお使い下さい。それ以外のものをお使いになります
と、重大な事故が発生する場合がございます。
●煙が出たり、変な臭いや、異音がする等の異常がある場合すぐに電源スイッチを切り、電源ケーブルを
コンセントから抜いて下さい。

●本製品を設置する際には、以下のような場所には置かないで下さい。
・本体が落下する恐れのある不安定な場所
・湿気やホコリの多い場所
・気温が極端に低く、又は高くなる場所
・通気性の悪い場所
●本製品には、放熱用の通気孔が開けてありますので、これをふさがないようにして下さい。
●静電気による破損を防ぐ為、身近な金属などに触れ、身体の静電気を取り除いてから使用して下さい。
●本製品の通気の為に、機体の周りに充分な空間を確保して下さい。
●本製品の上に物を置かないで下さい。

●本製品に、オーディオ機器・楽器等を接続される際には、必ず正しく接続されている事をご確認下さい。
●電源を入れる前に、本製品のボリュームが最小になっている事をご確認下さい。

●電源が入っている状態で、接続機器を抜き差ししないで下さい。機体破損の原因となります。
●落雷の際、又は長時間ご使用にならない場合は、電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。
●電源ケーブルを抜く際は、電源コードを引っ張らずに、必ずプラグ部分を持って行って下さい。

●音が歪んでいる状態で使い続けた場合、機体が破損したり異常に高温になる事がございますので、ご注意
下さい。

●本製品の使用中に何らかの異常が発生した場合はすぐに使用を中止して下さい。その際には電源ケーブル
をコンセントから抜いて下さい。その後、お買い上げになられた販売店へご相談下さい。

●本製品の使用中に何らかの異常が発生した場合はすぐに使用を中止して下さい。その際には電源スイッチ
を切り電源ケーブルをコンセントから抜いて下さい。その後、お買い上げになられた販売店へご相談下さ
い。





- 業務用ベルトドライブターンテーブル 

- ボトルとクラブのS1スタイルデザイン 

-+/-10% 可変ピッチスライダー 

- アルミ無垢材プラッター 

- フルアジャスタブルカウンターウェイトアンチスケーティングコントロール 

- 33回転、45回転、ターゲットライト 

- ヘッドシェル、CN-15カートリッジ、フェルトスリップマット付属。

- RCAケーブル付属 

- PC/Mac用USBコンピュータ接続機能 

- 録音ソフト「Audacity」付属

※ 「Audacity」は他社製品の為、使用方法については任意でお調べください。

- ラインレベルRCA出力（プリアンプ内蔵、Phono/Line切替スイッチ付き 

1. この機器を使用する前にセットアップの手順をご確認下さい。
2. 感電の危険を避けるために本体を開けないでください。
     修理が必要な場合はGeminiのサービス技術者にご依頼ください。
3. 本機を直射日光に当てたり、ラジエーターや
    ストーブなどの熱源にさらさないでください。
4. 本機は湿らせた布のみでクリーニングしてください。
    溶剤やその他の洗浄用洗剤は使わないでください。
5. この機器を移動するときは、元の皮膜と包装に包んでください。
    そうすることで輸送中の破損のリスクを減らすことができます。
6. 本機を雨や湿気にさらさないでください。 
7. 操作面やスイッチにスプレー式のクリーナーや潤滑剤を使用しないでください。

1. 土台のプラッターがスピンドルにしっかり設置してあるかご確認下さい。 
2. スリップマットをプラッタの上に置いてください。 
3. ターンテーブルベースを振動のない平らな場所に設置します。
    ターンテーブルフィートを使って本機を水平に安定させます。
4. 本機をスピーカーからなるべく離して設置します。
5. 本機は、直射日光、熱、湿気、汚れなどを避けて保管してください。
6. 本体を十分に換気してください。 

このたびは、Gemini TT-1200 ターンテーブルをお買い上げいただき、
誠にありがとうございます。
ご使用の前に説明書をお読みになることをお勧めします。

1.カートリッジからスタイラスプロテクターを取り外します。
   その際スタイラスに触れないよう充分注意して下さい。
2. アームクランプを解除しトーンアームをアームレストから持ち上げます。
3. カウンターウェイトを反時計回りに回すとトーンアームのカートリッジ側が下がり、
     時計回りに回すと上がります。必要に応じてカウンターウェイトを時計回りまたは
     反時計回りに回してトーンアームを水平にして下さい。
4. トーンアームをアームレストに乗せてアームクランプでロックします。
5. トーンアームをアームレストにロックした状態でカウンターウェイトを片手で固定し、
    手前にある針圧目盛りを "O "合わせて下さい。これでゼロバランス調整は完了です。
6. トーンアームを浮かせて水平になっているかゼロバランスを確認します。
    ゼロバランスが不安定な場合は手順3～5を繰り返してください。

主電源レセプタクル 
着脱式ラインコード（同梱品）を接続する。
TT-1200と一緒に電源コンセントに差し込みます。
ラインコードのもう一方の端をACコンセントに差し込みます。
TT-1200にはユニバーサル電源があり、以下のことが可能です。
AC100V～AC240V の任意の AC 電圧に対応します。電圧選択スイッチも不要です。
従来の電源に比べ電圧の変動やスパイクの影響を受けにくく、
ACラインノイズからの保護に優れています。

PHONO RCA 出力： この出力は本機のターンテーブル部分からのオーディオ信号を
伝達するものでオーディオミキサーの適切なフォノレベルの入力に接続する必要があります。
通常のLINE IN接続の場合、PhoneからLineに切り替えてください。

POWER SWITCH：電源スイッチは本機の電源のオン／オフを切り替えるものです。
接続する前にスイッチが「OFF」になっていることを確認してください。

ヘッドシェルを取り付ける： 
ヘッドシェルをチューブ状のトーンアームの前面に差し込んで下さい。
ヘッドシェルを水平に保ちながらロッキングナットを反時計回りに回し、
ヘッドシェルが所定の位置にロックされるまで回します、
ただしロックナットを締め過ぎないように注意してください。

1. カウンターウェイトをトーンアームの背面にスライドさせ、
    番号のついたスタイラスゲージを前方に向けます。
2. カウンターウェイトを反時計回りに軽くひねりトーンアームの後部にねじ込みます。

カウンターウェイト・セットアップ：　

針圧のゼロバランス調整を行う。

ゼロバランス調整を行なった状態から更にカウンターウェイトを反時計回りに動かして、
ウェイトの目盛りが適正針圧になるよう設定します。
(付属カートリッジの場合、2.5～3.0(一周した0)に設定)
※適正針圧に設定した状態でも針飛びするようであれば、更に針圧を掛けて下さい。

針圧設定



33または45のSPEED SELECTORボタンを押し てスピードを選択します。　

TT-1200は、ピッチスライドコントロールを搭載しています。
ピッチスライドコントロールがセンターポジションにある場合、
どのスピードセレクターボタンを押すかによって、スピードは33、45になります。
ピッチスライドコントロールがオフセンターにある場合、ピッチは±10％変化します。

0 START/STOP BUTTONS
ターンテーブルのスタートとストップを行うボタンです。

ヘッドシェルをトーンアームの前端に挿入しロックナットを時計回りに回して取り付けます。

本体のストロボパターンを照らすストロボイルミネーター（青色LEDライト）を使用。

カウンターウェイトをトーンアームの背面に、
数値目盛りが前方になるように、反時計回りに回して取り付けます。

内向きのトラッキング力を補正するためのノブです。

演奏が終わったら、トーンアームを持ち上げ、
アームレストの上に移動させ、ARM CLAMPで固定します。

スリップマットをプラッターの上に置く。

RCAケーブルのバックパネルには、PHONO/LINEを選択するスイッチが付いています。
PHONOレベルは、ターンテーブルの入力やホームステレオに接続するときに使用します。
CD/AUX/TAPE入力に接続する場合は、LINEレベルを使用してください。

付属のUSBケーブルを使って、ターンテーブルをコンピューターに接続します。
USB接続により、ターンテーブルからの音声とステレオ入力がコンピューターに送られます。
オーディオ編集ソフト「AUDACITY」（PC/Mac）をインストールし、使用すると、
オーディオのナルマリゼーションノイズ除去や
自動トラックセパレーションなどの高度なオーディオ編集機能を利用することができます。

リード線をカートリッジの端子に接続します。
ほとんどのカートリッジの端子は色分けされています。
各リード線を同じ色の端子に接続してください。
お持ちのカートリッジにマークがない場合は、
プラス側のリード線が上のマイナス側、左側のリード線が
左チャンネル、右側のリード線が右チャンネルです。

※本評価は、ターンテーブルアセンブリとプラッターのみを対象とし、
    レコード、カートリッジ、トニアムの影響は除外しています。

Type：静的バランス5型トーンアーム
Headshell Weight：5.6g

出力：PHONO or LINE
電源:AC100-240V 50/60Hz
消費電力：5.5W
寸法：449 x 370 x 145 mm
重量：4kg

付属のカートリッジ、及びカウンターウェイトは緩衝材の側面に取り付けられております。
本体取り出し後に緩衝材からアクセサリを取り出していただけますようお願い致します。

Type：プロフェッショナル・チューナブル
ドライブ：ベルトドライブ
モーター：DCモーター
スピード：331/1 or 45 RPM
ワウフラッター：0.25% WRMS以下

注意：PHONO入力にLINEレベルを接続すると、受信機を損傷する可能性があります。

カウンターウェイト

アームクランプ：

スリップマット：

ヘッドシェルロッキングナット：

ピッチスライドコントロール：

スピードセレクター：

アンチスケート・アジャストメント：






